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中山道と甲州街道が出会う 大社といで湯の宿場まち中山道と甲州街道が出会う 大社といで湯の宿場まち

平成28年度予算について ………………………………２
御柱祭交通規制及び臨時駐車場のご案内 ……………６
庁舎耐震補強及び大規模改修工事が終了しました …８
平成28年度の第１号被保険者（65歳以上の方）の
　　介護保険料について ………………………………８
年金生活者等支援臨時福祉給付金の支給について …９
新和田トンネル有料道路時間帯割引券を販売します …９
犬の登録と狂犬病予防注射をおこないます …………９
生涯学習 ………………………………………………１０
インフォメーション …………………………………１６
くらしの情報 …………………………………………１８曳行の時を待つ…　棚木場（下社御柱祭山出し曳行開始地点）曳行の時を待つ…　棚木場（下社御柱祭山出し曳行開始地点）

えいこうえいこう たなこばたなこば



広報 2016.4　2

No.637

総務課

情報防災係

http://www.town.shimosuwa.
lg.jp

E-mail=jyoho@town.
shimosuwa.lg.jp

下諏訪力の創造2016

各種計画のスタート年  ソフト面にも重点を置いた実効型予算
　

平
成
二
十
八
年
度
予
算
は
、
庁
舎
耐
震
改
修
事
業
を
は
じ
め
、
計
画
的
に
進
め
て
き
た
大
型
投
資
的
事
業
が

ほ
ぼ
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
住
民
や
各
種
団
体
等
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
要
望
に
応
え
、
ソ
フ

ト
面
に
も
重
点
的
に
配
分
す
る
実
効
型
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

継
続
す
る
赤
砂
崎
公
園
整
備
事
業
、
街
な
み
環
境
整
備
事
業
、
バ
イ
パ
ス
対
策
事
業
の
ほ
か
、
新
規
事
業
と

し
て
、
黒
曜
石
な
ど
の
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
、
移
住
定
住
促
進
室
の
新
設
を
含
む
移
住
定
住
促
進

対
策
事
業
の
充
実
、
こ
ど
も
未
来
基
金
設
置
に
よ
る
中
学
生
海
外
研
修
事
業
、
錬
成
の
家
・
漕
艇
庫
を
含
む
健

康
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
事
業
な
ど
、
喫
緊
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
ラ
ジ
オ
普
及
斡
旋
事
業
や
枠
配
分
に
よ
る
計
画
的
な
ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
更
新
の
実
施
な
ど

要
望
に
寄
り
添
っ
た
取
り
組
み
の
ほ
か
、
整
備
が
完
了
し
た
お
ん
ば
し
ら
館
「
よ
い
さ
」
の
運
営
事
業
や
御
柱

関
連
事
業
、
木
落
し
坂
広
場
整
備
事
業
な
ど
の
通
年
観
光
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
、
様
々
な
分
野
で
町
の

特
徴
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
は
、
第
７
次
総
合
計
画
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
計
画
が
本
格
的
に
始
動
す
る
年
と
な
り
ま

す
。
全
国
的
に
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る
中
、
誰
も
が
健
康
で
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
行
い
、
持
続
可
能
な
自
治
体
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
二
十
八
年
度
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

予算の主な施策内容

会 計 別 予 算 額
【会計区分】
　「一般会計」は、町が行う
事業の大部分を占める会計で、
支出には皆様から納めていた
だく町税や地方交付税などを
主な財源としています。これ
に対し、「特別会計」は、特
定の事業を行うために設けら
れた会計で、支出を保険料や
使用料などの収入（財源）で
賄っています。
　また、事業によって得る収
入で支出を賄う独立採算型の
会計を「公営企業会計」と呼
び、当町では水道事業会計と
下水道事業会計がこれにあた
ります。

会　計　名 予 算 額 前年度比

特
別
会
計

企
業
会
計

一    般   　会　   計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
駐 車 場 事 業 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
交通災害共済事業特別会計
温 泉 事 業 特 別 会 計
特別養護老人ホ－ム事業特別会計
東 山 田 財 産 区 会 計
水道事業会計　収益的支出
　　　　　　　資本的支出

下水道事業会計　収益的支出
　　　　　　　　資本的支出

81億8,000万円
25億2,500万円

 780万円
 3億2,910万円

1,150万円
 4億0,000万円
2億2,710万円

 130万円
2億6,090万円
2億6,990万円

5億8,920万円
3億6,740万円

△0.5％
    △3.7％
 △1.3％
5.7％
△1.7％
△18.2％
△3.4％
△23.5％
   0.5％
17.3％
△0.6％
△20.4％

① 

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

赤
砂
崎
公
園
の
整
備
、
県
衛
星
系
防
災
行
政
無
線
の
更
新
、
消
防
団
車
両
の
更
新
事
業

下
諏
訪
体
育
館
や
中
学
校
施
設
（
避
難
所
施
設
）
の
改
修
な
ど

② 

地
域
活
性
化
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推
進

商
工
観
光
振
興
の
推
進
、
移
住
定
住
促
進
対
策
事
業
、
お
ん
ば
し
ら
館
運
営
事
業
、

ス
ポ
ー
ツ
用
具
等
整
備
事
業
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
な
ど

③ 

地
域
で
守
り
育
て
る
子
ど
も
支
援
策
の
推
進

保
育
所
管
理
運
営
の
拡
充
、
学
校
教
育
環
境
の
整
備
、
中
学
生
海
外
研
修
事
業
な
ど

④ 

環
境
、
福
祉
施
策
の
充
実

疾
病
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
障
害
者
・
高
齢
者
へ
の
福
祉
施
策
の
充
実

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
整
備
事
業
、
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
な
ど

⑤ 

行
政
改
革
の
推
進

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関
連
事
業
、
新
行
政
不
服
審
査
制
度
対
応
支
援
事
業
な
ど
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一般会計予算の内訳

●性質別内訳のワンポイント解説
 性質別内訳は、歳出について同じような使われ方がするも
のを分類したものです。
人件費 　特別職や職員の給料、議員の報酬などに使われる

お金
扶助費　　法によって義務付けされている福祉や医療の費用

として給付されるお金など
公債費　　町債（借入金）の返済に充てられるお金
普通建設事業費　施設建設、道路や公園などの整備に充てら

れるお金
物件費　　消耗品、光熱水費、備品購入、事業の委託費など

に充てられるお金
補助費等　各種の補助金や負担金として使われるお金
貸付金　　商工業振興の制度融資などに活用されるお金
繰出金　　一般会計から特別会計に繰り出されるお金

　

平
成
28
年
度
は
、
昨
年
度
策
定
し
た

「
第
７
次
総
合
計
画
」
「
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
「
未
来
を
創
る
総
合
戦
略
」
な
ど

下
諏
訪
町
の
将
来
を
見
据
え
た
計
画
を

実
行
に
移
し
て
い
く
始
ま
り
の
年
と
い

え
ま
す
。

　

本
年
度
は
町
長
任
期
最
後
と
な
る
年

で
は
あ
り
ま
す
が
、
行
政
の
継
続
性
と

共
に
公
約
実
現
の
た
め
に
も
通
年
予
算

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
の

皆
様
と
創
り
上
げ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画

に
沿
い
な
が
ら
、
日
頃
か
ら
お
寄
せ
を

い
た
だ
い
て
い
る
各
種
要
望
に
応
え
、

住
民
の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た
温
か
み
の

あ
る
、
将
来
に
夢
と
希
望
が
持
て
る
予

算
と
な
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
御
柱
の
年
、
諏
訪
が
、
そ
し

て
多
く
の
方
々
を
お
迎
え
す
る
下
諏
訪

が
一
つ
に
な
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
お

祭
り
を
安
心
し
て
安
全
に
、
そ
し
て
思

い
出
に
残
る
感
動
の
時
を
過
ご
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
万
全
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。
同
時
に
、
御
柱
祭
の
熱
気
と

諏
訪
人
の
心
意
気
を
全
国
に
発
信
し
、

地
域
の
賑
わ
い
や
通
年
観
光
に
繋
げ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
重
点
事
業
と
し
ま
し
て
、

赤
砂
崎
公
園
整
備
事
業
で
は
左
岸
の
整

備
が
完
了
し
、
多
目
的
広
場
や
親
水
広

場
で
ご
家
族
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
度
取
得
し
た
町
の
玄
関
口
で
あ

る
Ｊ
Ｒ
下
諏
訪
駅
前
の
広
場
も
防
災
機

能
を
持
っ
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
整
備
し
、
憩
い
の
場
や
イ
ベ
ン
ト
活

用
等
地
域
活
性
化
に
も
役
立
て
て
ま
い

り
ま
す
。

　

街
な
み
環
境
整
備
事
業
や
儀
象
堂
と

一
体
化
し
て
の
黒
曜
石
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
、
秋
宮
周
辺
か

ら
三
角
八
丁
エ
リ
ア
を
中
心
に
下
諏
訪

の
歴
史
を
た
ど
る
風
情
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
は
、
喫
緊
の
課
題
で
す
。
本
年
度
も

地
区
防
災
計
画
、
防
災
マ
ッ
プ
を
五
区
、

七
区
、
九
区
で
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
策
定
し
て
ま
い
り

ま
す
。
併
せ
て
災
害
時
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養

成
研
修
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
大

き
な
夢
と
希
望
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
様
に
も

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

こ
ど
も
未
来
基
金
を
創
設
し
て
ま
い
り

ま
す
。
本
年
は
、
中
学
生
の
海
外
研
修

事
業
の
参
加
費
用
か
ら
運
用
い
た
し
ま

す
が
、
子
ど
も
の
貧
困
が
問
題
と
な
る

な
か
、
地
域
で
守
り
育
て
る
子
ど
も
支

援
策
と
し
て
活
用
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
下
諏
訪
町
の
特
色
を
活

か
し
つ
つ
活
性
化
に
努
め
、
絆
と
支
え

合
い
の
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
す
る
所
存

で
す
。
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

下
諏
訪
町
長
　
青
木
　
悟

町　税
2,588,000
（31.7%）

地方交付税
1,520,000
（18.7%）

町債
844,000
（10.3%）

その他
396,564
（4.7%）

繰越金
180,000
（2.2%）

地方消費税交付金
387,000
（4.7%）

県支出金
340,607
（4.2%）

国庫支出金
855,250
（10.5%）

諸収入
690,168
（8.4%）

繰入金
378,411
（4.6%） 歳入

8,180,000
（単位：千円）

民生費
2,397,234
（29.2%）

総務費
1,135,767
（13.9%）

商工費
846,741
（10.4%）

商工費
846,741
（10.4%）

その他
539,651
（6.6%）

衛生費
768,054
（9.4%）

公債費
732,727
（9.0%）

土木費
884,623
（10.8%）

土木費
884,623
（10.8%）

教育費
875,203
（10.7%）

歳出
8,180,000
（単位：千円）

性質別
8,180,000
（単位：千円）

人件費
1,311,570
（15.9%）

扶助費
925,662
（11.3%）

公債費
732,727
（9.0%）

普通建設事業費
1,270,343
（15.5%）

物件費
1,357,194
（16.6%）

維持補修費
37,878
（0.5%）

補助費等
1,143,929
（14.0%）

積立金
投資及び出資金
貸付金
614,604
（7.6%）

繰出金・予備費
786,093
（9.6%）

義
務
的
経
費

投資的
経費

そ
の
他
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新規 ○防災用被服購入事業 （災害時に本部職員が着用するメッシュベストの購入） 758千円
新規 ○県衛星系防災行政無線更新事業 （県衛星系防災行政無線の更新にかかる工事の一部負担） 8,392千円
新規 ○地域防災リーダー養成研修事業 （地域防災リーダーの養成研修） 648千円
新規 ○防災行政ラジオ普及促進事業 （防災ラジオの追加購入の要望に応え、再斡旋を実施） 2,754千円
 ○災害時用備品購入事業 （赤砂崎公園整備に伴う災害用備品の充実） 1,000千円
 ○自主防災会補助事業 （消火栓用ホース補助金を統合し補助金の一元化） 1,246千円
 ○地区防災計画策定事業 （地区防災計画の作成を3地区で実施し、計画を前倒し） 583千円
 ○道路維持補修事業 （道路維持補修工事、町道の除雪・融雪委託事業など） 90,196千円
 ○道路新設改良事業 （町道西赤砂3号線、東山田東町線ほか） 138,940千円
 ○橋りょう新設改良事業 （清水橋改良工事、橋りょう点検） 13,000千円
 ○赤砂崎公園整備事業 （多目的グラウンドの整備、右岸県有地の用地購入など） 312,654千円
 ○消防団無線購入事業 （基地局、携帯無線機、車載無線機などの購入） 5,024千円
 ○消防団員応援事業 （消防団員の訓練、災害時の出動に対し、
  　商連カードポイントを付与助成） 728千円
新規 ○小型動力ポンプ積載車等購入事業 （小型動力ポンプ積載車3台、小型動力ポンプ1台の更新） 27,750千円
 ○消防防災施設整備事業 （防火水槽修繕、分団屯所修繕などの増） 5,540千円
新規 ○小学校施設整備事業 （北小学校理科室の改修工事） 5,347千円
新規 ○中学校整備事業 （社中学校高圧受変電設備改修工事、消火栓配管布設替工事） 13,531千円
新規 ○体育館管理事業 （体育館給排水設備等改修工事など） 57,100千円
新規 ○浄水場施設整備事業 【水道事業】（第2配水池の紫外線処理施設整備工事など） 174,850千円
 ○公共下水道事業   【下水道事業】（総合地震対策事業、長寿命化計画事業） 87,000千円

新規 ○有料道路利用者割引券販売事業 （新和田トンネル有料道路通行券を5割引で販売） 1,779千円
 ○公会所整備事業 （公会所等の整備への補助） 7,000千円
新規 ○御柱祭関連事業 （国・県等の関係者を招待し更なる友好を図る） 4,200千円
 ○友好都市交流事業 （南知多町との交流事業） 630千円
新規 ○情報化推進整備事業 （まちあるきや外国人観光客に向けて公共施設に公衆無線LANを整備） 1,734千円
新規 ○空き工場活用促進事業 （商工業振興助成事業として空き工場の活用に対する助成事業を実施） 2,000千円
 ○木落し坂広場整備事業 （木落し坂に隣接する広場の安全対策・建物整備、遊歩道整備） 28,265千円
新規 ○しもすわイルミネーション整備事業 （民公協働により赤砂崎公園に夏のイルミネーションを実施） 5,000千円
 ○観光協会補助金 （通常分12,500千円、御柱実行委員会分2,500千円を計上） 15,000千円
新規 ○おんばしら館管理事業 （おんばしら館よいさを祭りの体感・体験できる施設として運営） 10,584千円
 ○観光振興推進事業 （おんばしら館よいさを中心とした体感・体験事業を実施） 24,087千円
 ○観光宣伝事業 （インバウンド対応を充実） 2,923千円
新規 ○移住促進対策事業 （移住定住促進室を設置し、人口増対策の充実を図る） 3,764千円
 ○移住定住促進基金積立金 （移住定住促進補助金の財源として積立て） 27,000千円
 ○一般公園管理事業 （旧小林家土蔵の維持管理を拡充） 17,805千円
 ○いずみ湖公園管理費 （いずみ湖公園にてカヌーの貸出しを実施） 7,783千円
新規 ○公園整備事業 （みずべ公園築山の改修及び遊具の設置） 5,400千円
 ○街なみ環境整備事業 （御田町線道路美装化設計、大社通り足下灯等設置工事など） 20,953千円
 ○都市計画道路事業 （国道20号バイパス事業に伴うアクセス道路の都市計画変更に向けた測量など） 12,904千円
 ○社会教育施設管理事業 （柿蔭山房を土日祝日に公開） 1,938千円
 ○文化財保護事業 （中山道古峠の国史跡指定に向けた調査の実施） 2,179千円
新規 ○埋蔵文化財発掘調査事業 （焙烙遺跡の調査を受託事業として実施） 2,983千円
新規 ○埋蔵文化財センター事業 （星ヶ塔遺跡国史跡指定に伴う埋蔵文化センターの開設工事） 154,967千円
 ○図書館管理事業 （エレベーター及びトイレ修繕など）【住民要望】 6,846千円
新規 ○スポーツ用具等整備事業 （体育施設用具等に対して枠配分として年次的に整備・更新を進める） 5,000千円
新規 ○健康スポーツ施設整備事業 （健康スポーツゾーン構想に基づく錬成の家・漕艇庫の改修設計提案） 1,000千円
新規 ○東京オリンピック・パラリンピック事前合宿誘致事業 
  （事前合宿誘致に向けた取り組み、ホストシティタウンへの登録） 708千円 

安心・安全のまちづくりの推進11

地域活性化まちづくり事業の推進22

住民主体・参画協働による
個性豊かな まちづくり

下諏訪力の創造2016
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新規 ○ひとり親世帯等児童激励金給付事業 （ひとり親世帯等に対し激励金を給付） 2,640千円
 ○保育所管理運営事業 （未満児受入の拡充に伴う保育士の増、乳幼児室エアコンの設置など） 219,215千円
 ○誕生祝金支給事業 （誕生祝金、有料ごみ袋の給付） 3,796千円
新規 ○こども未来基金貸付事業 （中学生海外研修事業の実施に伴い、こども未来基金の創設） 2,002千円
 ○学校教育環境の整備
 　　小中学校就学援助事業 （支給対象者の利便性を考慮し、善意銀行基金による貸付を実施） 12,806千円
 　　教育心理検査事業 （いじめ問題の早期把握のため、Q-U検査を小学1年生～中学3年生まで年2回実施） 1,018千円
 　　小学校一般用備品購入事業 （小学校給食用食器の更新など） 5,187千円
 　　中学校一般用備品購入事業 （社中学校食器消毒保管庫の更新） 1,814千円
 　　英語教科補助指導事業 （小中学校一貫での英語教育を実施） 32,547千円
 　　中学校教材用備品購入事業 （教科用図書改定による教師用指導図書などの購入） 9,611千円
新規 ○学校運営委員会事業 （学校運営に保護者、地域住民が参画するコミュニティスクールの開設） 1,000千円
新規 ○中学生海外研修事業 （中学2年生を対象としたニュージーランドへのホームステイを実施） 6,060千円

新規 ○個人番号関連事業 （マイナンバー制度開始に伴うカードの交付、相談窓口の充実） 4,226千円
新規 ○新行政不服審査制度対応支援事業 （新行政不服審査制度対応に伴う現況調査・資料作成・研修会など） 1,758千円
 ○町土地開発公社損失補填補助事業 （温泉事業特別会計貸付金返済分 97,000千円増） 242,063千円
 ○総合計画策定事業 （総合計画第7次改訂版の冊子を作成、ダイジェスト版を全戸配布）  1,876千円
新規 ○ふるさとまちづくり寄附記念品贈呈事業 （クレジット納付対応及びふるさとチョイスサービスへの登録） 1,407千円
 ○町債償還事業 （償還元金　82,933千円増） 732,227千円

 ○町内循環バス運行事業 （町内循環バスの運行） 42,506千円
 ○諏訪湖周バス共同運行事業 （岡谷市、諏訪市と共同して湖周バスを運行） 5,533千円
 ○社会福祉協議会補助事業 （指定訪問入浴介護事業への補助を増） 17,161千円
 ○福祉タクシー等助成事業 （79歳以上高齢者、透析者、免許返納者等への助成、入浴券との選択制を追加） 22,846千円
 ○障害者、高齢者に優しいまちづくり  
 　　障害者福祉関連事業 （地域活動支援センター事業、在宅障害者支援、自立支援給付事業など） 320,137千円
 　　高齢者支援関連事業 （在宅高齢者支援、高齢者応援、地域支援任意事業、高齢者福祉計画に伴うアンケート実施） 44,194千円
 　　介護保険事業 （諏訪広域連合構成市町村負担金 3,555千円増など） 271,155千円
 　　介護予防事業 （諏訪広域連合地域支援事業負担金など） 31,918千円
新規 　　包括的支援事業 （介護保険制度改正に伴い、認知症や在宅介護に対する包括的支援の実施） 32,199千円
新規 　　年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業 （低所得の高齢者、障害・遺族基礎年金受給者に対する30千円の給付） 91,437千円
 　　臨時福祉給付金給付事業 （町民税が課税されていない方に対し3千円の給付） 14,578千円
 ○老人福祉センター指定管理事業 （老人福祉センターの運営、老朽化したエレベーター及び非常用照明の修繕） 11,813千円
 ○医療給付事業 （乳幼児医療給付金の高校生まで拡充：影響額6,971千円） 141,205千円
 ○町民の健康管理及び各種検診の充実
 　　母子保健事業 （妊婦、乳児健康診査委託、不妊不育治療助成など） 18,641千円
 　　生活習慣病検診事業 （各種生活習慣病の検診委託事業など） 23,544千円
 　　疾病予防事業 （小6対象の二種混合予防接種の増） 45,171千円
 　　健康づくり推進事業 （健康スポーツゾーン活用プログラムの実践など ） 2,547千円
  （インターバル速歩講座の講習料1,500円を無償化し、受講者の促進を図る）
 ○救急告示病院運営事業補助金 （救急告示病院への救急医療費に対する補助の増） 2,000千円
 ○高浜健康温泉センター事業 （「ゆたん歩゜」の施設管理） 26,821千円
 ○生ごみ減容リサイクル事業 （生ごみ減容リサイクルセンター閉鎖に伴う施設の解体撤去など） 18,404千円
 ○資源物等処理事業 （駅東リサイクルステーションの回収品目の拡充、薪割機の購入など） 45,774千円
 ○焼却ごみ処理事業      　　 （焼却ごみ収集、岡谷市ごみ受入れ経費を含む） 81,262千円
 ○湖周ごみ処理施設整備事業 （施設建設に伴う湖周行政事務組合負担金） 44,522千円
新規 ○リサイクル施設整備事業 （旧清掃センター解体撤去工事、リサイクル施設の設計） 304,952千円
 ○鳥獣被害防止対策事業       　 （野生鳥獣被害対策に対応するため、鳥獣保護の軽減や捕獲器具への補助） 2,155千円
 ○農業用施設改修事業 （農業用水路の補修工事など） 1,808千円
 ○林道維持管理事業 （林道、作業道の橋りょう補修工事 2,000千円など） 3,742千円

環境、福祉施策の充実44

行政改革の推進55

地域で守り育てる子ども支援策の推進33
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綱打ち
～各地区の様子～

シャトルバスの運行はございません。有料観覧席チケットをお持ちの方のみ乗車できる観覧席専用送迎バスを
運行いたします。
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庁舎２階

産業振興課

庁舎１階

総務課

健康福祉課

多目的トイレが新設されました

地下に地下会議室が新設されました

会計課

税務課

住民環境課

総務課

～庁舎耐震補強及び大規模改修工事が終了しました～～庁舎耐震補強及び大規模改修工事が終了しました～

各課配置
3F
2F
1F
別棟2F

議会事務局
総務課・税務課・産業振興課
会計課・住民環境課・健康福祉課
建設水道課

　平成26年６月から始まった庁舎耐震補強
及び大規模改修工事がこの度終了いたしま
した。長い期間、ご迷惑をおかけしました
が、ご協力ありがとうございました。なお、
工事に伴い課の配置が変更になりましたの
でお知らせします。

平成28年度の第1号被保険者（65歳以上の方）の介護保険料について平成28年度の第1号被保険者（65歳以上の方）の介護保険料について
　介護保険料は、高齢化が進むなか、介護サービスの充実や施設等の整備、介護予防を進めるために必要な保
険料となっております。介護保険料は３年ごとに見直され、平成27年度に介護保険料が変わりました。町民の
皆さまには、ご理解とご協力をお願いします。
　今年度の介護保険料は平成27年の住民税課税状況が決定後、７月中旬にお知らせする予定です。４月から６
月分の介護保険料月額は４月中旬に発送予定の諏訪広域連合からの通知をご確認ください。

条件
住民税の課税状況（本人・世帯）

非課税世帯

80万円以下
25,680円

41,730円

44,940円

57,780円

64,200円

67,410円

70,620円

86,670円

102,720円

109,140円

121,980円

131,610円

141,240円

150,870円

80万円を超える方
120万円以下

第1段階
（基準額×0.40）

第２段階
（基準額×0.65）

第３段階
（基準額×0.70）

第４段階
（基準額×0.90）

第5段階
（基準額）
第6段階

（基準額×1.05）
第7段階

（基準額×1.10）
第８段階

（基準額×1.35）
第9段階

（基準額×1.60）
第10段階

（基準額×1.70）
第11段階

（基準額×1.90）
第12段階

（基準額×2.05）
第13段階

（基準額×2.20）
第14段階

（基準額×2.35）

120万円を超える方

80万円以下

80万円未満

80万円以上
125万円未満
125万円以上
200万円未満
200万円以上
300万円未満
300万円以上
400万円未満
400万円以上
600万円未満
600万円以上
1,000万円未満
1,000万円以上
1,500万円未満

1,500万円以上

80万円を超える方

本人は非課税
世帯は課税

前年の合計
所得金額と
課税年金収
入額の合計

前年の合計
所得金額課税世帯

本人の前年の合計所得金額など※１
老齢福祉年金受給者または生活保護受給者

保険料年額平成2８年度 保険料段階（保険料率）

※１ 合計所得金額　収入金額から必要経費に相当する金額（収入の種類により計算方法が異なります）を控除した金額のことで、扶養控除や医療費控除など
　　　　　　　　　 の所得控除をする前の金額です。
■問い合わせ　下諏訪町 健康福祉課 高齢者係　電話27－1111（内線127）
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犬の登録と
狂犬病予防注射をおこないます
犬の登録と
狂犬病予防注射をおこないます

実　施　日 会　　場　　及　　び　　時　　間

４月22日（金）

４月23日（土）

６月２日（木）

６月４日（土）

春 宮 駐 車 場
9：00～10：00

第８区公民館
9：00～ 9：10

協 和 館
11：20～11：30

協 和 館
11：00～11：10

文化センター噴水広場
11：20～12：00

文化センター噴水広場
9：00～ 9：15

文化センター噴水広場
10：00～10：30

樋 橋 公 会 所
9：55～10：05

町屋敷公会所
10：15～10：25

四王公会所
11：25～11：40

四王公会所
9：35～ 9：50

第８区公民館
11：00～11：10

富部地区公民館
9：00～ 9：20

秋宮参拝者駐車場
（あざみ号秋宮南バス停下）
10：15～10：45

東山田公民館
9：20～ 9：40

長 坂 公 会 所
9：30～ 9：40

萩倉地区公民館
10：35～10：45

星が丘公会所
9：50～10：00

富部地区公民館
11：00～11：15

高 木 公 民 館
11：55～12：10

高 木 公 民 館
11：45～11：55

町屋敷公会所
10：15～10：25

東山田公民館
10：40～10：50

　毎年４月から６月は狂犬病予防注射の実施期間です。狂犬病は、発病すると治療法がなく、ほぼ100％死に
至るたいへん恐ろしい人獣共通感染症です。日本においては、昭和33年以降、人動物ともに発生はありませ
ん。しかし、長い間発生がなかった台湾では、一昨年52年ぶりに発生が確認されました。また、全世界では
年間５万人以上が亡くなっています。
　狂犬病から愛犬と大切な人を守るため、この機会を利用して必ず接種するようにしてください。

◎手 数 料：１頭につき3,500円（＝注射料金2,950円＋狂犬病予防注射「済票」交付手数料550円）
　　　　　　※新規登録も受け付けます。上記と別に登録手数料3,000円をお持ちください。
◎注意事項：会場へは、犬をしっかりコントロールできる方が連れてきてください。
　　　　　　会場では犬の診察はできません。健康に不安がある場合は直接動物病院等へご相談ください。
　　　　　　■問い合わせ　下諏訪町 住民環境課 生活環境係　 電話27－1111（内線142）

平成28
年度

年金生活者等支援臨時福祉給付金（高齢者向け）の支給について 新和田トンネル　　　　　　　　　　　　　
　　有料道路時間帯割引券を販売します

　「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及
びにくい低所得の高齢者への支援、高齢者世帯の年金も含め
た所得全体の底上げを図る観点に立ち、所得の少ない高齢者
を対象に年金生活者等支援臨時福祉給付金が支給されます。
対象となる人、申請手続き等についてお知らせします。
（1）基　準　日
　　平成27年１月１日
（2）支給対象者
・基準日において下諏訪町の住民基本台帳に記録されている人
・平成27年度の簡素な給付措置（臨時福祉給付金）の対象
者のうち、平成28年度中に65歳以上となる人（昭和27
年４月１日以前に生まれた人）
・平成27年度の住民税(均等割)が課税されていない人
　（ただし、住民税が課税されている人の扶養親族等であ
る場合や生活保護制度の被保護者となっている場合など
は対象となりません。）

（3）支　給　額
　支給対象者１人につき30,000円（１回限り）

（4）申請方法等
・支給対象者には、４月上旬に申請書を郵送します。
・支給につきましては申請書を受付後、審査終了次第、随
時支給いたします。

■問い合わせ　
　下諏訪町 健康福祉課 福祉係 電話27－1111（内線121・122）

　下諏訪町では、通勤、通学、通院などで日常的に新和田トン
ネル有料道路を利用する方の経済的負担軽減を図るため、平成
28年４月１日から時間帯割引通行券を販売します。
【通行券販売金額】
　普通車 3,100円（10枚）軽自動車2,550円（10枚）
　※販売枚数は原則10枚単位とし、１回の購入は100枚までです。
【通行時間帯】
午前６時～午前10時、午後４時～午後９時の間に新和田ト
ンネル有料道路を通行する場合のみ利用できます。
【購入できる方】
下諏訪町に住所があり、通勤、通学、通院などで日常的に有
料道路を利用する方。　※法人は対象外です。
【販売窓口・販売時間】
　下諏訪町 住民環境課 総合窓口係
　平日 午前８時30分～午後５時15分
　　　　（土･日･祝日は販売していません）
【購入方法】
・購入申込書に記入、押印のうえ、総合窓口にて購入してく
ださい。
・申込みの際は、現住所を確認できる、運転免許証、健康保
険証などの公的機関発行の本人確認書類をご持参ください。
・代理人の場合は、委任状及び代理人の方の本人確認書類が
必要になります。

【注意事項】
・払い戻し、交換、転売はできません。
・不正に購入、使用、転売した場合は、次回以降の購入はで
きません。

■問い合わせ　下諏訪町 住民環境課 総合窓口係
　　　　　　　電話27－1111（内線131）

給付金詐欺にご注意を!!
給付を装った「振り込め詐欺」や
　　　　「個人情報の詐欺」にご注意ください。
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生
涯
学
習

生
涯
学
習
No.503

か
お
り
高
い

      

文
化
の
ま
ち

発行　下諏訪町教育委員会

編 集　生涯学習
　　　　　編集委員会

４月、新たな気持ちで４月、新たな気持ちで

教
育
長
　
　
小
沢
　
貞
義

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
と
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り

 

今
年
も
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
に
ぴ
か

ぴ
か
の
小
学
一
年
生
が
希
望
に
胸
を

ふ
く
ら
ま
せ
て
入
学
し
て
き
ま
し
た
。

百
四
十
九
人
の
一
年
生
一
人
一
人
が

元
気
に
明
る
く
た
く
ま
し
く
育
っ
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　

　

昨
年
末
、
教
育
長
宛
に
一
通
の
手

書
き
の
手
紙
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

 

学
校
の
登
下
校
時
、
数
人
の
子
ど

も
た
ち
が
家
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
鳴

ら
し
て
は
逃
げ
て
い
く
。
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
の
近
く
に
「
い
た
ず
ら
す
る

な
」
と
張
り
紙
を
し
た
り
、
直
接
注

意
を
し
よ
う
と
追
い
か
け
た
り
も
し

て
み
た
が
、
高
齢
の
身
に
は
到
底
追

い
つ
け
る
は
ず
も
な
く
怒
り
の
大
声

を
発
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
晩
、
一
人
の
少
女

が
母
親
に
付
き
添
わ
れ
我
が
家
を
訪

ね
、
涙
な
が
ら
に
迷
惑
を
掛
け
た
こ

と
を
詫
び
た
。
応
対
に
出
た
妻
は
驚

き
な
が
ら
も
「
良
く
正
直
に
話
し
て

く
れ
た
ね
。
勇
気
が
あ
る
ね
」
と
褒

め
、
お
互
い
に
涙
し
た
感
激
の
ひ
と

と
き
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
学
校
か

ら
も
改
め
て
謝
罪
の
来
訪
が
あ
り
恐

縮
し
た
。
以
後
、
こ
の
い
た
ず
ら
は

全
く
な
く
な
っ
た
。

　
後
日
、
再
び
少
女
と
母
親
が
来
訪

し
、
少
女
は
自
分
で
作
っ
た
と
い
う

小
さ
な
ク
リ
ス
マ
ス
用
の
飾
り
を
手

に
「
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
脇
に
飾
っ
て

下
さ
い
」
と
差
し
出
し
た
。
妻
は
驚

き
、
大
事
に
飾
ら
せ
て
も
ら
う
旨
を

伝
え
受
け
取
っ
た
。
私
の
大
人
気
な

い
短
慮
な
行
動
が
幼
い
少
女
に
こ
ん

な
に
も
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
深
く
反
省
し
、
少
女
の

勇
気
が
か
の
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン

の
「
桜
の
木
」
の
逸
話
の
ご
と
く
や

が
て
こ
の
少
女
の
未
来
に
美
し
い
花

を
咲
か
せ
る
だ
ろ
う
こ
と
を
祈
っ
た
。

（
原
文
を
編
集
し
て
あ
り
ま
す
）

　　

道
徳
教
育
の
充
実
が
叫
ば
れ
て
お

り
ま
す
。

　

「
親
の
後
ろ
姿
」
が
子
ど
も
に
与

え
る
影
響
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
子
ど
も
は

今
も
将
来
に
お
い
て
も
親
の
後
ろ
姿

に
習
い
、
親
が
し
た
よ
う
に
判
断
し
、

親
が
し
た
よ
う
に
行
動
す
る
も
の
で

す
。
今
回
の
手
紙
の
よ
う
に
、
子
ど

も
は
友
だ
ち
と
さ
し
た
る
悪
気
も
な

く
遊
び
半
分
で
や
っ
て
し
ま
っ
た
と

思
わ
れ
る
行
為
に
対
し
て
「
人
に
迷

惑
を
か
け
た
り
、
人
を
困
ら
せ
た
り

す
る
こ
と
は
い
け
な
い
」
こ
と
を
き

ち
ん
と
教
え
て
、
子
ど
も
が
し
て
し

ま
っ
た
他
者
へ
の
迷
惑
行
為
を
親
の

責
任
に
お
い
て
共
に
償
い
謝
罪
に
臨

ん
だ
こ
の
親
の
後
ろ
姿
は
、
子
ど
も

の
心
に
こ
と
の
重
大
さ
と
相
手
方
や

親
に
対
す
る
申
し
訳
な
さ
等
、
行
為

へ
の
後
悔
の
念
を
深
く
刻
み
込
ん
だ

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
こ
の
子

が
親
に
な
っ
た
時
、
き
っ
と
同
じ
よ

う
な
判
断
の
仕
方
で
我
が
子
を
指
導

し
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
諏
訪
御
柱
の
年
・
・
互
い

の
無
事
を
祈
り
、
老
若
男
女
が
ひ
と

つ
に
な
っ
て
、
協
力
一
致
で
「
薫
り

高
い
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」
「
創
造

力
に
富
む
人
づ
く
り
」
に
邁
進
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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４月、最高学年としての決意・思い４月、最高学年としての決意・思い

下
諏
訪
南
小
六
年
　
　
村
山
　
心
菜

六
年
生
の
好
ス
タ
ー
ト

下
諏
訪
社
中
三
年
　
　
寺
澤
　
達
哉

最
高
学
年
と
し
て

　

私
は
、
六
年
生
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
最
高
学
年
と
し
て
の
目
標
が
三
つ

あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
学
習
し
た
こ
と
を
く
り
返
し
復
習
す
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
ず

い
た
と
こ
ろ
や
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
確
実
に
全
部
理
解
し
て
い
き
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
自
分
の
学
習
方
法
を
た
く
さ
ん
身
に
つ
け
て
、
効
率
の
良
い

学
習
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
清
掃
を
、
時
間
い
っ
ぱ
い
最
後
ま
で
行
う
こ
と
で
す
。
今
ま

で
は
、
決
め
ら
れ
た
範
囲
し
か
清
掃
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
す
み
ま
で

ホ
コ
リ
一
つ
残
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
そ
ん
な
気
づ
き
清
掃
を
す
る

理
由
は
、
毎
日
全
校
の
皆
さ
ん
が
、
南
小
学
校
で
の
生
活
を
気
持
ち
よ
く
送

っ
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
六
十
年
後
も
全
校
の
皆
さ
ん
に
、
そ
の

ま
ま
の
キ
レ
イ
な
学
校
を
使
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
最
高
学
年
と
し
て
の
姿
を
示
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
い
よ
い

よ
他
の
学
年
や
学
校
全
体
を
引
っ
張
っ
て
い
き
ま
す
。
低
学
年
の
皆
さ
ん
に

は
、
優
し
く
、
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
教
え
て
あ
げ
て
、
中
高
学
年
の
皆
さ

ん
と
は
、
力
や
気
持
ち
を
合
わ
せ
て
児
童
会
の
活
動

や
学
校
行
事
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
の
三
つ
の
目
標
を
や
り
と
げ
て
、
最
高
の
六
年

生
と
言
わ
れ
る
六
年
生
に
な
り
た
い
で
す
。

　

僕
は
、
今
年
最
高
学
年
で
あ
る
三
年
生
に
な
り
ま
す
。
生
徒
会
や
部
活
を

先
頭
に
立
っ
て
計
画
、
運
営
し
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
受
験
と
い
う
大
き
な

壁
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
試
練
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
こ
な
し

て
い
く
た
め
に
は
、
物
事
を
効
率
よ
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
僕
は
、
三
年
生
に
な
る
上
で
、
時
間
の
使
い
方
を
も
う
一
度
考
え

ま
し
た
。
単
純
な
こ
と
で
す
が
、
ど
ん
な
事
に
も
本
気
で
取
り
組
む
と
い
う

こ
と
で
す
。
勉
強
は
勉
強
、
部
活
は
部
活
、
生
徒
会
は
生
徒
会
と
い
う
当
た

り
前
で
す
が
、
一
つ
の
物
事
を
時
間
で
区
切
っ
て
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
強
い
メ
リ
ハ
リ
の
意
識
が
生
ま
れ
て
、
効
率
が
良
く
な
る

と
考
え
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
心
が
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
毎
日
の
習
慣
を

変
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
生
徒
会
に
つ
い
て
で
す
。
僕
は
今
年
度
、
社
中
学
校
の
生
徒
会

長
に
な
り
ま
し
た
。
楽
し
く
学
べ
、
活
動
で
き
る
生
徒
会
を
創
る
た
め
に
、

ま
ず
自
分
が
姿
で
見
せ
、
ま
わ
り
に
呼
び
か
け
る
運
動
を
繰
り
返
す
努
力
を

し
ま
す
。
そ
し
て
、
実
現
さ
せ
た
い
生
徒
会
に
近
づ
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
全
校
を
引
っ
張
る
最
高
学
年
と
し
て
、
ま
た
生
徒
会
長
と
し

て
、
全
校
が
一
つ
に
な
る
環
境
を
作
れ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。
ま
た
、
自

分
が
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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星ヶ塔の由来は星ヶ塔の由来は

４　これからの星ヶ塔遺跡
　星ヶ塔遺跡が国史跡に指定されたことは、長い間調査に関わってきた一人として大きな喜びです
が、史跡に指定されたことで私たちの仕事が終わったわけではありません。
　星ヶ塔遺跡を地域の宝として、地域の皆さんとともにどの様に活かしていくのか、それを考えて
実践に移していくことが私たちの次の仕事になります。星ヶ塔遺跡が地域の皆さんに愛される遺跡
になるよう、知恵を絞り、汗をかいていきたいと考えています。

　星ヶ塔を発見した鳥居龍蔵によれば、星ヶ塔はもともと「ホシノトウゲ」と呼ばれていたそ
うです。星ヶ塔遺跡の東側は、山道の峠になっています。この峠に「ホシ」があることからホ
シノトウゲと呼ばれていたのですが、昔の人々は黒曜石のことを夜空に輝く星のかけらと考え
「ホシクソ」と呼んでおり、そのホシクソが峠道にたくさんあることから「ホシノトウゲ」と
いう地名がつけられました。
　のちにそれがホシノトウ、そして「ホシガトウ」と呼ばれるようになり、その後漢字が当て
られ現在の「星ヶ塔」と表記されるようになりました。

　縄文時代前期（約5700年前）の黒曜石採掘坑は、
火砕流堆積物に含まれる塊状の黒曜石をねらって掘っ
た穴であり、人一人が入れる大きさです。この採掘坑
では、壁面に細長い溝状の掘削痕が残されていました
が、掘削痕の規模が鹿角の第一枝尖部と一致すること
から、鹿角ピックを使って黒曜石を掘りだしていたこ
とが推定されています。
　一方、縄文時代晩期（約3000年前）の黒曜石採掘
坑は、前期のものはまったく異なり、地下1.5メート
ル以下に存在する、黒曜石岩脈そのものを採掘してい
ます。発掘調査で確認した黒曜石岩脈の面積は５平方
メートルですが、この範囲に円形や舟底状を呈する大
小の穴が12基確認され、黒曜石岩脈を集中的に採掘し
ている様子がうかがえます。
　採掘対象である黒曜石岩脈は、流離構造が発達し、
縦横に細かな割れ目が入っています。そのため衝撃を
加えると流離に沿って板状や柱状に割れますが、縄文
人はこの特徴を利用し、敲石を使って岩脈を打ち欠い
て黒曜石原石を獲得していたと考えられます。
　この岩脈での黒曜石の採掘量を試算したところ、１
立法メートルの採掘につき1300キログラムと推定さ
れ、縄文時代晩期の人々は一回の採掘で少なくとも数
100キログラムの黒曜石を掘りだしていたと考えられ
ます。

縄文時代前期の黒曜石採掘坑

縄文時代晩期の黒曜石採掘坑

採掘に使われた敲石

みぞじょう

ふなぞこじょう

たたきいし

ろっかく だいいち　し せん ぶ

たたきいし
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星ヶ塔遺跡はどんな遺跡か星ヶ塔遺跡はどんな遺跡か

国史跡に指定された星ヶ塔遺跡
教育こども課博物館係長　宮坂　清

１　国史跡への道のり
　星ヶ塔遺跡は、大正時代に発見され、昭和時代の調査では縄文時代の黒曜石採掘跡が確認されて
いました。平成11年から下諏訪町教育委員会が行っている調査では、縄文時代前期（約5700年前）
から縄文時代晩期（約3000年前）にかけて営まれた、大規模な黒曜石採掘跡であることが明らかに
なりました。
　こうした調査成果に加えて、近年に日本各地の遺跡で行われて
いる出土黒曜石の産地分析により、星ヶ塔産の黒曜石は、東北か
ら東海地方の極めて広い範囲に供給されていることが明らかにな
ってきました。このような調査研究の蓄積によって、星ヶ塔遺跡
は縄文時代の資源の開発と流通を考える上で重要な遺跡として、
平成26年３月、国史跡に指定されました。

２　「史跡」とはどのようなものか
　「史跡」というと、一般的には歴史的なことがらにかかわる場所のことをいうことが多いのです
が、星ヶ塔遺跡が指定された「史跡」は次のように規定されたものです。
　「我が国の歴史の正しい理解のために欠くことができず、且つ、その遺跡の規模、遺構、出土遺
物等において学術上価値あるもの」。その中でも特に価値が高い遺跡は「特別史跡」となり、長野
県内では茅野市尖石遺跡が特別史跡です。
　一方、寺社仏閣などの価値の高い建造物や美術工芸品の場合は、「重要文化財」として指定され、
特に価値の高いものは「国宝」となります。「特別史跡」は「国宝」と同等の価値、「史跡」は
「重要文化財」と同等の価値があります。
　ちなみに、文化庁の集計によると、日本列島には約46万か所の遺跡が登録されていますが、この
うち史跡に指定されている遺跡は約1750件、日本の遺跡全部のうち約0.4％にすぎません。以上の
ような「史跡」の説明から見ても、星ヶ塔遺跡がどれほど高い価値をもつのかをうかがうことがで
きます。

３　発掘された黒曜石採掘跡
　これまでの調査によって、約３万５千平方メートル
の範囲に、いまだ埋まりきらずにくぼんだ地形として
残っている縄文時代の黒曜石採掘跡が、193ヶ所も分
布していることが明らかになりました。
　そして、発掘調査により、縄文時代前期と晩期の黒
曜石採掘坑が発見され、思いの外、長期間にわたる黒
曜石採掘跡であることが明らかになりました。

黒曜石採掘跡のくぼみ

星ヶ塔遺跡は中央の山の斜面にある



生涯学習 2016.4   14

下諏訪を離れても、故郷へよせる思い　下諏訪を離れても、故郷へよせる思い　

茅
野
市
在
住　
　

永
田
　
百
合
江

下
諏
訪
を
離
れ
て

川
崎
市
在
住　
　

西
村
　
淳
一

下
諏
訪
の
魅
力

　

私
が
下
諏
訪
を
離
れ
て
、
は
や
三
十
数
年
に
な
り
ま
す
。
が
、
近
く
に
住

ん
で
い
ま
す
の
で
、
よ
く
下
諏
訪
に
は
行
き
ま
す
。
歳
取
っ
た
母
が
一
人
暮

ら
し
を
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
違
う
道
を
通
っ
た
と
こ
ろ
、
友
だ
ち
の
生
家
が
取
り

壊
さ
れ
更
地
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
わ
て
て
県
外
に
嫁
い
だ
友
だ
ち
に
連

絡
し
た
と
こ
ろ
、
両
親
は
亡
く
な
り
、
兄
弟
も
他
市
に
家
を
建
て
処
分
す
る

し
か
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
年
月
の
経
っ
た
こ
と
を
、
実
感
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
の
新
年
の
初
詣
は
秋
宮
と
、
今
で
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

実
家
か
ら
歩
い
て
い
く
の
で
す
が
、
こ
れ
が
本
当
に
寒
い
の
で
す
。
今
年
は

と
て
も
暖
か
く
、
ち
ょ
っ
と
楽
で
し
た
。
秋
宮
ま
で
の
通
り
が
年
々
変
わ
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
昔
の
石
畳
の
坂
が
良
い
な
あ…

お
舟
祭
り
は
親
戚

中
集
ま
り
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
な
ぁ…

な
ど
と
思
い
な
が
ら
登
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
下
諏
訪
の
良
い
所
を
思
い
出
す
に
つ
れ
、
現
実
を
考
え
る
と
人
口

減
少
や
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
昔
の
ま
ま
を
そ
の
ま
ま
残
す
こ
と
は
難

し
い
の
か
な
、
と
は
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
懐
か
し
い
も
の
や
思
い
出
せ
る

も
の
を
、
ど
こ
か
に
残
し
て
ほ
し
い
と
思
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

私
の
年
代
だ
と
、
今
の
静
か
な
町
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
、
工
場
、
会

社
が
幾
つ
も
あ
り
、
人
と
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
町
を
知
っ
て
い
ま
す
。
町

は
形
態
を
変
え
現
在
に
至
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
風
に
変
わ
っ

て
い
く
の
か
心
配
で
も
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
お
正
月
に
な
る
と
必
ず
実
家
に
帰
省
し
て
い
ま
す
。
帰
省
中
は
、
早

朝
諏
訪
湖
に
散
歩
に
出
か
け
、
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
湖
越
し
に
見
え
る
富
士

山
の
風
景
を
見
る
の
が
日
課
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
荘
厳
な
風
景
は
、
葛

飾
北
斎
の
富
嶽
三
十
六
景
、
歌
川
広
重
の
富
士
三
十
六
景
の
中
で
も
描
か
れ

て
い
ま
す
の
で
、
昔
か
ら
今
と
変
わ
ら
な
い
美
し
さ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

　

下
諏
訪
に
住
ん
で
い
た
頃
は
、
こ
の
風
景
の
こ
と
は
全
く
気
が
つ
い
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
よ
り
も
湖
畔
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

き
っ
と
当
時
は
、
こ
の
風
景
が
、
い
つ
も
そ
こ
に
普
通
に
存
在
し
て
い
る

『
当
た
り
前
』
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　

昨
年
の
「
下
諏
訪
大
同
窓
会
」
で
、
下
諏
訪
を
想
う
町
内
外
か
ら
の
参
加

者
と
語
り
合
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
長
く
町
内
に
暮
ら
す
方
か
ら
旧
宿
場

町
で
あ
る
下
諏
訪
が
持
つ
多
様
な
文
化
・
風
土
を
教
え
て
い
た
だ
く
一
方
で
、

地
元
の
方
が
『
当
た
り
前
』
と
感
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
素
晴
ら
し
さ
を
町
外

者
の
視
点
で
語
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
下
諏
訪
の
良
さ
を
再
認
識
で
き
る
場

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
東
京
下
諏
訪
応
援
団
」
を
通
じ
た
下
諏
訪
で
暮
ら
す
方
々
と
の

繋
が
り
の
中
で
、
町
外
に
い
る
か
ら
こ
そ
見
え
る
『
当
た
り
前
』
の
下
諏
訪

の
魅
力
を
活
か
し
た
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
旧
姓　

藤
森
）

（
出
身
地　

清
水
町
）

（
出
身
地　

東
赤
砂
）
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～家族いっしょに本に楽しもう～～家族いっしょに本に楽しもう～

町
立
図
書
館
長
　
　
井
上
　
喜
久
美

親
し
ま
れ
る
図
書
館
を
め
ざ
し
て

　

私
に
は
図
書
館
で
働
く
上
で
大
切

に
し
て
い
る
文
章
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
国
立
国
会
図
書
館
法
の
前
文
で

す
。

　

「
国
立
国
会
図
書
館
は
、
真
理
が

わ
れ
ら
を
自
由
に
す
る
と
い
う
確
信

に
立
っ
て
、
憲
法
の
誓
約
す
る
日
本

の
民
主
化
と
世
界
平
和
と
に
寄
与
す

る
こ
と
を
使
命
と
し
て
、
こ
こ
に
設

置
さ
れ
る
。
」

　

こ
の
精
神
に
基
づ
き
図
書
館
は
国

民
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る
機
関
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
と

は
い
っ
て
も
、
難
し
く
考
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
れ
で
も
気
軽
に

来
ら
れ
て
、
知
り
た
い
こ
と
を
知
る

 

役
に
立
つ
図
書
館

　

料
理
・
洋
裁
・
育
児

な
ど
生
活
に
役
立
つ
本

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ハ

ン
ダ
付
け
の
本
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素

材
の
本
な
ど
仕
事
に
役
立
つ
本
も
揃

っ
て
い
ま
す
。

 

楽
し
い
図
書
館

　

小
説
・
マ
ン
ガ
・
写
真
集
・
Ｃ
Ｄ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る

本
等
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

 

親
切
な
図
書
館

　

気
軽
に
職
員
に
声
を
掛
け
て
く
だ

さ
い
。
一
緒
に
本
を
探
し
て
、
調
査

の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

図
書
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

 

電
子
情
報
の
図
書
館
　

　

四
台
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
端
末
で
検
索

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

湖
国
新
聞
の
デ
ジ
タ
ル
資
料
、
国

立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
資
料
に

も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

 

だ
れ
で
も
使
え
る
図
書
館

　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
使
え

ま
す
。
字
が
読
み
に
く
く
な
っ
た
方

は
、
大
活
字
本
や
録
音
図
書
が
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

資
料
が
あ
り
、
知
る
喜
び
を
感
じ
ら

れ
る
、
そ
ん
な
場
所
が
図
書
館
な
の

で
す
。

　

で
も
、
図
書
館
は
敷
居
が
高
い
か

ら
と
感
じ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
な
く
し
、
親

し
ま
れ
る
図
書
館
を
め
ざ
し
て
、
下

諏
訪
町
立
図
書
館
を
運
営
し
て
お
り

ま
す
。
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平成２８年度―下諏訪町国民健康保険加入者のみなさんへ―

国保の特定健診は無料です！
特定健康診査のお知らせ

厚生労働省からのお知らせ
昭和23年～63年の間、満7歳になるまでに
予防接種を受けたことがある方へ　　　　　　

平成28年度自衛隊幹部候補生（一般）募集

障がい者の方の自動車税・自動車取得税の減免制度について
 県では、障がい者の方が利用する自動車のうち、一
定の要件に該当するものについて、自動車税・自動車
取得税の減免制度を設けています。詳しくはご連絡く
ださい。
■問い合わせ先及び申請先
　〒392－8601　諏訪市上川１丁目1644－10　
　　　　　　　　諏訪合同庁舎３階
　長野県諏訪地方事務所　税務課
　TEL：57－2905
　E-mail：suwachi-zeimu@pref.nagano.lg.jp
■減免制度についてのホームページ
http://www.pref.nagano.lg.jp/zeimu/kurashi/kenze/
aramashi/aramashi/shogaisha/index.html

しなの食大学・食大学卒業生特別講座　 　　　

　古くから伝わる郷土食（地産地消・旬産旬消）やふるさとの味を
伝承また継承するための場とするとともに「食育・食農」環境を生
かした生活を習得することを目的とした「しなの食大学」を開講し
ます。
　また卒業生からも引き続き講座をという要望を受け、卒業生を対
象とした特別講座も実施します。
◇対 象 者　①しなの食大学　　　　　　　　募集人数48名
　　　　　　　郷土食に関心のある県内住民および会員　
　　　　　　②しなの食大学卒業生特別講座　募集人数30名
　　　　　　　しなの食大学を２期修了した卒業生
◇参加費用　①しなの食大学　
　　　　　　　２年間８回分 13,000円を初回全納
　　　　　　②しなの食大学卒業生特別講座
　　　　　　　２年間４回分　7,000円を初回全納
　　　　　　※欠席の場合でも返金はいたしかねます。
◇持 ち 物　筆記用具、エプロン、三角巾、布巾
　　　　　　食器洗い用スポンジ、サランラップ等
◇講座内容　①しなの食大学

　上記の方で、集団予防接種等の注射器連続使用によ
り、Ｂ型肝炎ウイルスに感染された方（この方の相続
人も含みます）に対しては、病態に応じて給付金等が
支給される場合があります。
　給付金を受け取るためには、集団予防接種等とＢ型
肝炎ウイルス感染との因果関係の認定が必要となりま
す。そのために、書類の収集や、国を相手とした国家
賠償請求訴訟の提起など、手続きが必要です。
　厚生労働省ホームページで、給付金の対象となる方
や、受け取るための手続きに関する資料を掲載してい
ます。「Ｂ型肝炎訴訟」と検索してください。訴訟に
ついては下記まで問い合わせください。
■問い合わせ　厚生労働省　電話相談窓口
　　　　　　　電話03－3595－2252
　　　　　　　（平日午前９時～午後５時）

お 知 ら せお 知 ら せ

募 集 情 報募 集 情 報

※前立腺がん健診を受診される方は別途検診料が必要です。
年に1度は健診を受けご自身の生活習慣を振り返りましょう。
【健診日程】

【健診時間】午前８時～午前10時（全会場共通）
■問い合わせ　下諏訪町 住民環境課 国保年金係
　　　　　　　電話27－1111（内線137）

※日曜日が増えました。
※痛風が気になる方へ今年も「尿酸値」を検査します。

６/１（水）
　２（木）
　３（金）
　４（土）
　６（月）
　７（火）
　８（水）
　９（木）
10（金）
12（日）

７/11（月）
　12（火）

７/13（水）
14（木）
15（金）
16（土）
19（火）
20（水）
21（木）
31（日）

８/20（土）
28（日）

９/21（水）

期　日 場　　所 期　日 場　　所

保健センター

保健センター

富部公民館

老人福祉センター
保健センター

老人福祉センター

参 加 者 募 集　

平成28年５月17日（火）
　午後１時～３時30分
平成28年７月５日（火）
　午後１時～３時30分
平成28年11月８日（火）
　午後１時～３時30分
平成29年２月14日（火）
　午後１時～３時30分
平成29年５月16日（火）
　午後１時～３時30分
平成29年７月11日（火）
　午後１時～３時30分
平成29年11月７日（火）
　午後１時～３時30分
平成30年２月６日（火）
　午後１時～３時30分

平成28年６月２日（木）
　午後１時～３時30分
平成28年12月１日（木）
　午後１時～３時30分
平成29年６月１日（木）
　午後１時～３時30分

平成29年12月７日（木）
　午後１時～３時30分

受付期間

受験資格

試 験 日

平成28年３月１日（火）から５月６日（金）まで
22歳以上26歳未満
（修士課程修了者は28歳未満）
平成28年５月14日（土）

開講式　
和食

油屋総料理長
　斉藤浩伸
ぬのはん料理長
　宮崎友宏
ドミンゴシェフ
　中村志朗
インポルトオーナーシェフ
　山崎敏之
諏訪湖ホテル
　後藤　清
ぎん月総料理長
　宮下隆雄
サンライズ蓼科総料理長
　水上利平
ホテルハイジ総料理長
　上原　聡

ぬのはん総料理長
　加藤明博
蓼科ブランジェリゾートシェフ
　角張正晴
渋の湯総料理長
　宮坂隆志

閉校式　
洋食

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

3

4

開　催　日　時 内　容 講師名

開　催　日　時 内　容 講師名

和食

洋食

洋食

和食

和食

デザート

和食

洋食

和食

アラカルト

②しなの食大学卒業生特別講座

◇申込受付　平成28年４月１日（金）午前９時から
　　　　　　　　※詳細は下記まで問い合わせください。
■問い合わせ　諏訪市上川１－1644－10　諏訪合同庁舎内
　　　　　　　長野県調理師会諏訪支部　電話53－8426

　将来、陸上・海上・航空自衛隊の幹部自衛官となるコ
ースです。詳しくは、下記までお問い合わせください。

■問い合わせ
　自衛隊長野地方協力本部 茅野（諏訪）地域事務所
　電話82－6785

藤井泰弘（サンライズ蓼科）
後藤健治（オートシェル）
岩波　茂（岩八鮨）
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４月の休日当番医院・歯科医院・薬局

子育てふれあいセンター「ぽけっと」からのお知らせ下諏訪町空き家情報バンク登録状況下諏訪町空き家情報バンク登録状況
〈平成28年３月15日現在〉

●16日（土）　自由にご利用ください
４月の行事予定

ファミリーデーファミリーデー

 ５日（火）ファーストブック
11日（月）うたのぽけっと
15日（金）1歳児ママ講座
18日（月）おはなしいっぱい
20日（水）0歳児ママ講座
26日（火）つくるよぺたぺた

■問い合わせ　下諏訪町子育てふれあいセンター  ぽけっと
　　　　　　　電話・FAX：27－5244
　　　　　　　※詳しくは町のホームページをご覧ください。

「ゆたん歩°」
高浜健康温泉センター

■問い合わせ　下諏訪町 総務課 企画係
　　　　　　　電話 27－1111
　E-mail kyoudou@town.shimosuwa.lg.jp

 № 所在地　  賃貸等　　　　　　条件等
 71 東山田 賃貸 木造２階建 月4万8千円
 78 湯田町 売却 木造２階建 500万円
 79 新　町 賃貸/売却 木造２階建 月5万円/480万円
 83 菅野町 賃貸 木造２階建 月6万円
 84 東高木 売却 木造平屋建・２階建　3,465万円
 86 東高木 賃貸 木造２階建 月6万5千円
 88 立　町 賃貸 木造２階建 月5万6千5百円
 89 社東町 賃貸 木造２階建 月4万5千円
 90 西赤砂 賃貸 木造平屋建 月4万9千5百円
 93 西赤砂 賃貸 木造平屋建 月6万2千円
 95 新町上 賃貸/売却 木造２階建 応相談
 97 西高木 売却 鉄骨３階建 3,500万円
 101 矢木町 売却 木造２階建 580万円
 104 下屋敷 売却 木造平屋建 応相談
105 立　町 売却 木造２階建 応相談
106 高　浜 賃貸 木造平屋建 月3万5千円

■問い合わせ　ゆたん歩゜　電話26－2626　
※教室の参加方法など、詳しくは町のホームページまたはお電話ください。

♨ゆたん歩 の゚日　健康相談♨（４月25日）
９：30～12：00　保健師による体組成測定と個別相談
♨ゆたん歩 の゚日　健康ミニ講座♨（４月25日）
10：00～11：00　健康運動指導士による簡単エクササイズ

※健康相談とミニ講座は当日ご自由に参加していただけます。
第１期（４月 ５月講座）全コース事前に申込みが必要です。
①アクアツール・エクササイズ（脂肪燃焼に期待！プールで60分）
　　日にち：４月６日、13日、20日、27日
　　　　　　５月11日、18日、25日　水曜日　全７回
　　時　間：14：00～15：00
②ゆたん歩ﾟ健康学級（お部屋とプールの運動90分）
　　日にち：４月７日、14日、21日、28日
　　　　　　５月12日、19日、26日　木曜日　全７回
　　時　間：10：00～11：30
③らくらく・水中歩行教室（初心者も安心のプールで60分）
　　日にち：４月７日、14日、21日、28日
　　　　　　５月12日、19日、26日　木曜日　全７回
　　時　間：14：00～15：00

◇４月のゆたん歩 の゚日は25日㈪です◇〈日にち・曜日・場所〉
【開講式】５月15日（日） 13：30～15：30 　
　　　　　諏訪合同庁舎講堂
【実　技】５月22・29日、６月５・12・19・26日
　　　　　いずれも日曜日 13：30～15：30 　
　　　　　諏訪合同庁舎駐車場
【終了式】６月26日（日） 13：30～15：30 　
　　　　　諏訪合同庁舎駐車場
　　　　　※ 開講式には犬を同伴しないでください。
　　　　　※2回目以降は犬を同伴して参加してください。
〈参加費用〉参加費2,000円・テキスト代500円
　　　　　　愛護会年会費1,000円（会員は不要）。
〈募集と申込み〉５月 6日（金）までにハガキか電話で
　　　　　　　　お申込みください。
○ハガキ：〒392－8601　諏訪市上川１丁目1644－10
　　　　　諏訪保健所内 愛護会支部事務局宛
　　　　　※裏面に住所・氏名・電話・犬種・性別などを記載
○電　話：23－5998（内田四郎雄宅）
詳しくは下記へお問い合わせください。
　電話　23－5998 （内田宅）
　FAX　57－2953 （諏訪保健福祉事務所）

平成２８年度 
春の「家庭犬しつけ方教室」

募集のお知らせ

平成２８年度 
春の「家庭犬しつけ方教室」

募集のお知らせ

※休日・夜間緊急医療案内　
　下諏訪消防署　☎28－0119

歯科当番医（診療時間9：00～正午） 当番薬局

3日
10日
17日
24日
29日

日
日
日
日
金

急病当番医（診療時間9：00～17：00）日 曜日

さとう眼科医院

今井整形外科（岡谷市）

林眼科医院（岡谷市）

春山眼科医院（岡谷市）

諏訪共立病院

27－0085
28－9933
28－6596
21－2525
28－2012

アルプス矯正・小児歯科クリニック（岡谷市）

笠原歯科医院（岡谷市）

はつお歯科クリニック（岡谷市）

たちばな歯科医院（岡谷市）

笠原歯科医院（岡谷市）

イズミ薬局

ウエルシア薬局岡谷長地店（岡谷市）

御子柴薬局（岡谷市）

アイン岡谷薬局（岡谷市）

ひまわり薬局

55－4477
22－2837
23－8345
22－1228
22－2837

28－6566
26－2510
27－7056
23－2808
26－7226

休日当番医等は、変更になることがありますのでご承知ください。 ※事前に電話で確認の上受診してください。
※歯科診療は「保険証・老人手帳」を必ずお持ちください。午前中のみの診療となります。

※情報は町ホームページでもご覧いただけます。

［４月１日以降］産業振興課 移住定住促進室
　　　　　　　　E-mail iju@town.shimosuwa.lg.jp

◆「つくるよぺたぺた」は、のりやクレヨンを使った簡
単な工作を楽しみます。
◆「おはなしいっぱい」はボランティアさんによる絵本
や紙芝居です。
◆各講座は毎回30分程度です。その後はママ達の交流の
場としてもお使い下さい。

主催：長野県動物愛護会諏訪支部
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４月くらしの情報
役場 　27－1111

４ 月　休日水道工事店４ 月　休日水道工事店 消防団員募集消防団員募集

◆休 館 日　４月１日（金）・４日（月）・11日（月）・18日（月）・
　　　　　　25日（月）・28日（木）
◆開館時間　午前９時30分～午後７時（火～金）
　　　　　　午前９時30分～午後６時（土日祝）

◆休 館 日　４月４日（月）・11日（月）・18日（月）・25日（月）
◆料　　金　一般　350円　小・中学生　170円
　　　　※諏訪郡内に在学または在住の「小学生・中学生・高校生」及び
　　　　　同伴の保護者の方は入館無料となります。
◆開館時間　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

日 曜 指 定 工 事 業 者 住　　所 電　　話
2
3
8
9
10
16
17
23
24
29
30

土
日
金
土
日
土
日
土
日
金
土

※都合により工事店が変更される場合があります。　
■問い合わせ　下諏訪町 建設水道課 上水道管理係 電話27－1111（内線228）

　下諏訪町消防団では町内に居住する者及び、
町内への通勤者も入団可能となりました。
　消防団員は住民の生命や財産を守るため、火
災や大規模災害発生時に自宅や職場から駆けつ
け、消火活動・救助活動を行います。18歳以上
の方なら男女問わず入団でき、会社員、自営業
者、公務員など様々な方が集まり活動していま
す。入団希望の方は下記までお問い合わせくだ
さい。

２７－０５７５
２７－３２４９
２８－６４６２
２７－８３９９
２８－８１３９
２７－６６２２
２７－７２８９
２８－８２９５
２８－０９１９
２３－５３３０
２６－８８６６

杉 村 設 備 ㈱
㈲ 諏 訪 建 総
㈲ 諏 訪 冷 熱
㈱ 親 水 工 業
水 道 建 設 ㈱
㈱ オ ス ガ 設 備
㈲ 藤 森 水 道
㈱ 総 建
松 澤 工 業 ㈱
㈱ 上 條 電 設 工 業
ス ワ ン シ ス テ ム ㈲

塚 田 町
大 門 １
西 赤 砂
東 山 田 第 ２
町 屋 敷 ３ 組
岡谷市長地権現町
岡谷市長地御所
五 官
曙 町
社 東 町 第 ２
東 弥 生 町

＊開館時間：午前９時～午後５時
＊正面入り口横：足湯・1階：売店・1階：休憩コーナーは
　ご自由にご利用いただけます。～山歩きに疲れたら足湯♨で一息・・・～

◆限定！クロック組立体験　４月１日～15日
体験料：特別料金2,000円（通常料金2,484円装飾代込）
　精密の町ならではの体験♪
　いろんな材料を使ってオリジナルクロック
　作ってみよう！

カルチャーカルチャー

◎こども読書週間（４月23日～５月12日）企画◎

◎みんなで見よう！　御柱祭◎＝大正・昭和初期の御柱写真展＝
歴史民俗資料館（分館）にて開催中!!
　　　　☎27－8827

・お楽しみパック　４月23日（土）・24日（日）
　　　図書館司書の選んだ本２冊のパックが借りられ
　　　ます。
・「どの本読もうか？読んであげたいこの本」2016年版
　読みきかせに適した本のリストを期間中配布します。

４月８日（金）～10日（日）
　　　図書館で御柱祭の実況放送を見ませんか？
◎町内一斉家庭読書の日◎
４月10日（日）は本を読みましょう。

◆売　店

御柱商品販売中！

下社山出し　４月８日(金)・９日(土)・１０日(日)

下諏訪町消防団入団資格が拡大されました。

■問い合わせ　下諏訪消防署 電話28－0119

懐かしの“御柱祭ポスター”とともに、大正・昭和初期
の祭りにかかわった人々の姿を残す写真を展示。当時の
世相と照らし合わせながらご覧ください。　※歴史民俗資料館の入館料は無料です。
　　休館日・閉館時間は本館と同じです。

祝　御柱祭!!
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４月くらしの情報
役場 　27－1111

育児・栄養相談（すこやか相談）
午後1時30分～午後3時30分

四種混合

心のほっと相談（事前に予約が必要です）

予防接種
6日
12日
22日

11・25日
14日

水
火
金
月
木

午後2時～午後2時30分
午後2時～午後2時30分
午後2時～午後2時30分

２　か　月（平成28年 2月生）
４　か　月（平成27年 12月生）
10　か　月（平成27年 6月生）
１歳６か月（平成26年 9月生）
２　　　歳（平成26年 1月生）
３　　　歳（平成25年 3月生）

乳
幼
児
健
診

午前9時～
午後0時45分～
午後0時45分～
午後0時45分～
午前9時～
午後0時45分～

26日
26日
19日
13日
　5日
18日

火
火
火
水
火
月

４ 月　健  康  診  査  等４ 月　健  康  診  査  等

（平成27年11月生）
日本脳炎（平成24年4月2日～5月生）

（平成27年8月生）Ｂ Ｃ Ｇ

種　　　　　　　　　　別 日 曜日 時　　　間 場　　　所

＊

●４月の休日納税相談●
○開設日時　２日（土）・３日（日）
　　　　　　（午前10時から午後４時まで）

○開設場所　町庁舎２階 税務課窓口

○内　　容　税金等の納付及び納税相談

●４月の税金等納期限●
５月２日
 （月）　

固定資産税 １期分
国民健康保険税 １期４月分
後期高齢者医療保険料 １期４月分
上下水道料（１月～３月検針分） ４月分
温泉使用料（３月使用分） ４月分
保育料 ４月分

午前9時～午前11時

４ 月　各　種　相　談４ 月　各　種　相　談 相談は無料です。
＊は事前に予約が必要です。

※面談日については事前に確認をお願いします。

※面談日については事前に予約をお願いします。

下諏訪商工会議所会館２階
税理士会事務局 ☎28-6666

下諏訪商工会議所 ☎27-8533

ものづくり支援センターしもすわ☎26-2226

教育委員会 ☎27-3204

住民環境課 生活環境係
☎27-1111（内線143）
までお問い合わせください。

※面接での相談については事前に予約をお願いします。

☎57-2900諏訪地方事務所

諏訪保健福祉事務所

日 曜日 時　　　間相　　談　　名 場　　　　　所
法 律 相 談
登 記 相 談
行 政 相 談
住 民 相 談 ・ 一 般 相 談
消 費 生 活 相 談
交 通 事 故 相 談

児 童 家 庭・教 育 相 談

女 性 総 合 相 談

建 築 な ん で も 相 談
（リフォーム・耐震改修など）
工 業 相 談

税 務 相 談

福 祉 総 合 相 談

休日を除く毎日

休日を除く毎日

 28日 木
 14日 木

午後1時～午後5時
午後1時～午後4時
午後1時～午後3時

木14日

水13日

随　　時

休日を除く毎日

午前9時～午後5時

毎月第3土曜日 午前9時～正午

午前10時～正午

午前8時30分～午後5時15分

午前8時30分～午後5時15分

午前8時30分～午後5時15分

＊
＊
＊

＊

＊

午前10時～午後3時

火19日

月～金曜日

午前10時～午後3時

午前8時30分～午後5時15分
・福祉相談
・介護相談、権利擁護相談、成年後見相談

・結婚相談

☎27-7396
☎26-3377

☎28-2827

下諏訪町社会福祉協議会
下諏訪町地域包括支援センター

老人福祉センター　相談室毎週金・土曜日

☎57-2911

※8日（金）、9日（土）、29日（金）はお休みです
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平成28年４月平成28年４月
日　 月 　 火 　 水 　 木 　 金 　 土

1

8

15

22

29

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

下諏訪町リサイクルカレンダー下諏訪町リサイクルカレンダー 「×」印の日は収集
を行いません

資源物等の収集品目
皆様へお願い
■「家庭ごみの正
しい出し方」「リ
サイクルカレン
ダー」で確認し
てから出してく
ださい。
氏名を必ず書いて
ください。

アルミ缶・ペットボトル・無色ビン・白色トレ
イ・発泡スチロールと色つきトレイ
スチール缶・茶色ビン・紙類（新聞紙・ダンボ
ール紙・雑誌・紙パック・その他の紙類）
アルミ缶・ペットボトル・その他の色ビン・白
色トレイ・発泡スチロールと色つきトレイ

スチール缶・金属類・埋立てごみ

2

9

16

23

30

平成28年版画カレンダー
下諏訪版画友の会

４月　画題  木落し　降旗 勇 作

　「下諏訪版画友の会」の
みなさんによる版画カレン
ダーを毎月ご紹介していき
ます。今年のテーマは「御
柱祭」です。各月、御柱祭
の情景が版画で表現されて
います。
　一つ一つ手作りの温もり
ある版画作品を是非お楽し
みください。

※４月８日（金）、９日（土）は、御柱祭下社山出しのため、該当地区の方は、午前４時までに地区収集場所
へ出してください。また、清掃センターへのごみの直接持ち込みはできません。

月 例 資 源 物 収 集 日：４月３日（日） 午前７時～午前８時の間に指定場所へ持ち込んでください。

硬質プラスチック収集日：４月17日（日） 午前９時～午前11時までの間に赤砂崎へ持ち込んでください。

乾電池・蛍光管・電球
（一緒の袋で出して構いません）


